
子
ど
も
達
に
も
来
て
ほ
し
い

　
将
来
は
も
っ
と
、
子
ど
も
達
が
芸
術
に

触
れ
て
感
性
を
養
う
場
と
し
て
、
利
用
し

て
も
ら
え
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
美
術
館
に
足
を

運
ん
で
、
絵
を
見
る
と
い
う
経
験
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で

は
、
小
さ
い
子
ど
も
が
気
軽
に
美
術
館
に

来
て
い
ま
す
が
、日
本
だ
と
敷
居
が
高
く
、

特
別
な
場
所
だ
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す

新
た
な
取
り
組
み

　
今
ま
で
は
、
１
階
の
松
島
正
幸
氏
の
常

設
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
２
階
の
企
画
展
ス

ペ
ー
ス
、２
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
し
た
が
、

９
月
か
ら
ア
ー
ト
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
い

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
発
表
の
場
と
し
て

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
け
、
３
つ
の
楽
し
み

方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
企
画
展
を
見
に
来
た
方
が
、
市
民
の
皆
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市
内
に
は
、
芸
術
や
文
化
を
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
施
設
な
ど
が
、
た
く
さ
ん
あ

る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
ま
ず
は
、
そ
の
中
の
一
つ
、
絵
画
ホ
ー

ル
・
松
島
正
幸
記
念
館
を
紹
介
し
ま
す
。

　
絵
画
ホ
ー
ル
・
松
島
正
幸
記
念
館
の
館

長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

や
工
芸
作
品
も

あ
り
ま
す
。

　
来
館
さ
れ
る

方
か
ら
、「
札

幌
ま
で
行
か
な

く
て
も
、
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い

作
品
が
見
ら
れ

る
ん
で
す
ね
」

と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
遠
く
に
行
か
な
く
て

も
、
市
内
で
芸
術
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
こ

と
が
、
こ
の
施
設
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

　
こ
こ
数
年
は
、
企
画
展
や
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し

て
い
ま
す
。
特
に
企
画
展
は
、
北
海
道
を

代
表
す
る
有
名
な
画
家
の
力
強
い
作
品

や
、
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
の
学
生

の
、
若
い
力
あ
ふ
れ
る
作
品
の
展
示
が
あ

り
人
気
で
す
。
他
に
は
、
鑑
賞
学
習
を
取

り
入
れ
た
り
、
夏
休
み
や
冬
休
み
の
子
ど

も
造
形
体
験
を
企
画
し
た
り
し
た
こ
と

で
、
来
館
者
も

増
え
て
き
て
い

ま
す
。

さ
ん
の
作
品
を
楽
し
ん
だ
り
、
ま
た
、
そ

の
逆
だ
っ
た
り
。
も
ち
ろ
ん
、
松
島
正
幸

氏
の
作
品
も
見
ら
れ
ま
す
し
ね
。
ほ
ぼ
毎

月
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
楽
し

み
方
が
増
え
て
き
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

よ
ね
。
も
っ
と
身
近
で
気
軽
な
場
所
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

違
う
楽
し
み
方
も

　

絵
画
ホ
ー
ル
・
松
島
正
幸
記
念
館
は
、

作
品
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
戦
前
期
の
歴
史

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
建
物
の
外
観
、
ロ

ビ
ー
、
天
井
、
階
段
な
ど
、
魅
力
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

遠
く
に
行
か
な
く
て
も

　

絵
画
ホ
ー
ル
・
松
島
正
幸
記
念
館
は
、

昭
和
７
年
に
道
内
の
警
察
署
と
し
て
、
３

番
目
に
建
て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
建
物
で
す
。
そ
の
建
物
を
歴
史
的
文

化
遺
産
と
し
て
保
存
す
る
と
と
も
に
、
松

島
正
幸
氏
の
絵
画
を
収
蔵
し
、
芸
術
・
文

化
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
２
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
美
術
館
と
し

て
、
気
軽
に
楽
し
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り
す

る
場
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
発
信
す
る
場
と

い
っ
た
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
館
内
に
は
、
松
島
正
幸
氏
の
作
品
が
230

点
、そ
の
他
の
作
家
さ
ん
の
作
品
が
230
点
、

合
計
460
点
ほ
ど
収
蔵
し
て
ま
す
が
、
そ
の

多
く
は
絵
画
作
品
で
す
。
も
ち
ろ
ん
彫
刻

　秋といえば、どんなことを思い浮かべますか？
　スポーツの秋、読書の秋、芸術の秋、食欲の秋、
紅葉の秋など、いろいろ思い浮かぶと思います。
　今月号は、いろいろある中でも芸術にスポッ
トを当てました。
　岩見沢で芸術の秋を堪能してみませんか。

問合先　�市教委生涯学習・文化・スポーツ振
興課（4 西 3　であえーる岩見沢内）　　
☎ 35 局 5129

絵画ホール・松島正幸記念館
住　　所　岩見沢市 7条西 1丁目 7
電　　話　23 局 8700
開館時間　�午前 10 時～午後 6時（木曜日は午

後 1時 30分から）
入�館�料　�一般 210 円、高校・大学生 150 円、

中学生以下無料
休�館�日　水曜日、祝日の翌日、年末年始

　
絵
画
ホ
ー
ル
・
松
島
正
幸
記
念
館
で
は

プ
ロ
の
芸
術
家
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
芸
術
は
プ
ロ
の
も
の
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト 

生き

の
芸
術

　

近
年
、「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
と

呼
ば
れ
る
芸
術
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

　　
日
本
で
制
作
さ
れ
た
作
品
が
、
海
外
で

も
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
国
内
外
で

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
自
己
表
現
や
社
会
参
加
の
機
会

を
増
や
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人

の
交
流
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

白井�万
ま す こ

壽子　館長

絵と音の世界 マンドリンの調べ

作品だけではなく、い
ろんな魅力があるんだ
ね！

アートフリースペース
　９月から１階奥の小展示室が、市内を中心に作家活動をされている
団体・個人の展覧会に利用できるようになりました。
※展示料は無料。詳しくはお問い合わせください。

アール・ブリュット
　フランスの画家ジャン・
デュビュッフェによって生
み出された概念で、「正規
の美術教育を受けていない
人による、生

き
の芸術」を指

します。
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市
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
作
品
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
見
て
い
た
だ
き
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
と
も
に
暮

ら
す
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
左
記
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
制
作
し
た
多

く
の
作
品
を
展
示
す
る
、
常
設
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の
芸
術
活
動
に
関

す
る
取
り
組
み
は
、
市
内
で
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

芸
術
を
楽
し
も
う
！

　
他
に
も
芸
術
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

施
設
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
知
ら
な

か
っ
た
、
気
が
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
施

設
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
体
験
や
鑑
賞
す

る
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
。

体
験
す
る

栗
沢
工
芸
館
（
栗
沢
町
美
流
渡

東
町
48
）

　
陶
芸
を
体
験
で
き
る
教
室
工
房
や
、
地

元
工
芸
家
の
作
品
を
展
示
す
る
施
設
。
地

元
の
作
家
に
よ
る
個
性
豊
か
な
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

作
家
の
感
性
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

陶
芸
家
の
指
導
に
よ
る
陶
芸
教
室
も

行
っ
て
い
て
、
茶
碗
、
湯
飲
み
、
皿
、
土

鍋
、
置
物
な
ど
を
作
る
教
室
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

鑑
賞
す
る

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
Ｂ

Ｏ
Ｘ
（
有
明
町
南
１　
有
明
交

流
プ
ラ
ザ
内
）

　

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
Ｂ
Ｏ
Ｘ
、

通
称
ｉ
‐
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
、
同
校
で
美
術
を
学

ぶ
大
学
生
の
作
品
や
、
大
学
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
絵
画
や
立

体
、
写
真
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

いわみざわハート＆アート2016
　障がいのある人が制作した絵画などの作品を集め、
アート展を開催します。
日　程　11 月 7 日㈪～ 13 日㈰
時　間　午前 9 時～午後 9 時（初日は午前 10 時から、

最終日は午後 6 時まで）
会　場　有明交流プラザ（有明町南 1）
イベントスケジュール
　11 月　7 日㈪　午前 10 時～
　　　　　　　　　　オープニングセレモニー
　　　　12 日㈯　午後 2 時 30 分～
　　　　　　　　　　ハートフルライブ part1
　　　　13 日㈰　午後 3 時 30 分～
　　　　　　　　　　ハートフルライブ part2

問合先　市福祉課障がい者福祉グループ

北海道アール・ブリュット・
フォーラム in 岩見沢

　全道のアール・ブリュット作品を展示し、
アール・ブリュットと地域創造に関する講演
や、シンポジウムなどを行います。詳しくは、
広報いわみざわ 11 月号でお知らせします。
日　程　11 月 12 日㈯・13 日㈰
会　場　生涯学習センターいわなび（4 西 1）
問合先　市福祉課障がい者福祉グループ

出展作品募集
対象作品　市内に在住または通学、通勤している障

がいのある人で、障がいを乗り越えて制
作した絵画や彫刻、工芸品など

応募方法　申込用紙に必要事項を記入し、作品と一
緒に、土・日曜日、祝日を除く 10 月 11
日㈫から 28 日㈮の間に、ＮＰＯ法人ふ
らっと（有明交流プラザ内）へ

※申込用紙は、市福祉課とＮＰＯ法人ふらっとで配
布します。

アシリ・和
わ ら い

來（志文町 299）
社会福祉法人 クピド・フェア

あかるいどう（6 西 9）
社会福祉法人 空知の風

　
他
に
も
、
ま
な
み
ー
る
市
民
会
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
（
９
西
４
）
で
は
、
絵
画
や

陶
芸
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
わ
な

び
（
４
西
１
）
や
有
明
交
流
プ
ラ
ザ
（
有

明
町
南
１
）
な
ど
で
も
、
展
示
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市役所での作品展
　市内の障がい福祉関係事
業所で制作された作品を市
福祉課前で常設展示してい
ます。

尾崎　芳子�さん

北海道教育大学
岩見沢校BOX　職員　

小さなスペースですが、若い力が詰
まった作品がいっぱいあります！

自分好みの作品を作ってみま
せんか？
ぜひ体験してみてください！

栗沢工芸館
佐久間　睦男�さん　　

芸術作品は、いろんな施
設にあるんだね！
でも、ここだけじゃない
ですよ！



い
ろ
ん
な
場
所
に

　
「
普
段
、
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
な

か
な
か
な
い
よ
」
と
い
う
方
！
い
ろ
ん

な
場
所
に
、
た
く
さ
ん
の
芸
術
作
品
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
◇　
　
　
　
　
　
◇

　
市
内
に
は
、
絵
画
ホ
ー
ル
・
松
島
正
幸

記
念
館
や
栗
沢
工
芸
館
な
ど
の
施
設
や
、

野
外
の
銅
像
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
芸
術
作

品
が
あ
り
ま
す
。
作
品
に
込
め
ら
れ
た
も

の
に
思
い
を
は
せ
て
み
た
り
、
歴
史
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
り
す
る
の
も
面
白
い
と

思
い
ま
す
。
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
作

品
を
見
に
行
け
ば
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ

の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
文
化
活
動
と
な
る
「
市
民
の
文

化
祭
」「
子
ど
も
文
化
祭
」、
情
報
ひ
ろ
ば

に
も
、
芸
術
・
文
化
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
載
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
秋
は
皆
さ
ん
も
、
芸
術
作
品
な

ど
を
見
て
、
芸
術
・
文
化
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。
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子ども文化祭

第 64回

第 57回

文化の輪を広げよう

と　き　10月 29日㈯・30日㈰
ところ　まなみーる市民会館・文化センター（９西４）

▷ 10 月 29日㈯
　◦短　歌　13：00 ～ 16：00　創作室
▷ 10 月 30日㈰
　◦俳　句　13：00 ～ 16：00　練習室 B
　◦川　柳　14：00 ～ 16：00　創作室

▷ 10 月 29日㈯　10：00 ～ 17：30
▷ 10 月 30日㈰　  9：00 ～ 16：00
　フラワーデザイン、絵画、華道、菊花、
　工芸・手芸、写真、書道、水墨画、文芸、
　切り絵

▷ 10 月 29日㈯
　◦民　　　謡　10：00 ～ 12：00　大ホール
　◦音　　　楽　13：00 ～ 15：00　大ホール
　◦筝　　　曲　10：30 ～ 12：00　中ホール
　◦カ ラ オ ケ　13：00 ～ 15：00　中ホール
▷ 10 月 30日㈰
　◦バラエティ　10：00 ～ 16：30　大ホール
　◦詩　　　吟　10：00 ～ 12：00　中ホール
　◦日　　　舞　13：00 ～ 16：30　中ホール

▷ 10 月 29日㈯
　◦大和遠州流茶道静月流煎茶道静月会岩見沢支部　
　　10：00 ～ 15：00　2 階レストラウンジ
▷ 10 月 30日㈰
　◦裏千家淡交会　太田社中
　　10：00 ～ 15：00　2 階レストラウンジ
　◦子ども茶席
　　10：00 ～ 14：00　1 階エントランスホール

▷ 10 月 29日㈯
　◦文字屋による文字書き体験会
　　11：00 ～ 12：00　1 階エントランスホール
　◦北海道教育大学岩見沢校の学生による
　　ロビーコンサート
　　13：00 ～ 14：00　1 階エントランスホール

みどりのまちにひろがる文化～心ゆたかにはばたく子ども

ところ　まなみーる市民会館・文化センター（９西４）

音楽発表会　10 月 13 日㈭・14 日㈮

合唱・器楽・吹奏楽などの練習成果を発表
日　時
◦小学校の部　13 日　9：10 ～ 11：30
◦中学校の部　14 日　9：15 ～ 11：25
※北村小学校は、北村ブラスキッズと合同。
会　場　大ホール

展示発表会　10 月 15 日㈯・16 日㈰

子どもたちの力作を会場いっぱいに展示
時　間　9：00 ～ 18：00
◦展 示 室　図工・美術
◦多目的室　読書感想文、学級壁新聞、詩・作文
◦音  楽  室　技術・家庭作品、書写、理科作品

市 民 の 文 化 祭

舞台発表

文芸発表

展示発表

茶　　席

特別アトラクション

大地への讃歌（東山公園）

牧歌（まなみーる敷地）

手袋 Gloves（市立図書館）

春の日（美流渡小学校）

ふるさと MY HOME TOWN
（東山公園）

風と女（東山公園）

母子像（東山公園）

MEMORY（朝日小学校跡）

希望（東光中学校敷地）

友だち（駅前広場）紹介しているのは、ほんの一
部です。市内には、たくさん
の芸術作品があります
何気なく通っているところが
あるのではないでしょうか？

キューヴ「Twins」
（絵画ホール・松島正幸記念館）

殻
（絵画ホール・松島正幸記念館）

場所　栗沢市民センター（栗沢町北本町 168）
■展示発表　11 月 5日㈯・6日㈰・7日㈪
■芸能発表　11 月 13日㈰

栗沢会場


